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はじめに

「母語日本語＋既習英語＋初修中国語」の言語履歴をもつ学習者の多言語資源の活用

統合的言語能力の動的生成をはかる言語学習に対する教育支援

三言語対照学習

・個別の言語学習では得難い言語表現の共通点、類似点（普遍性）、相違点（個別性、多様性）の学習
⇒言語構造に対する理解力の増進

・先行研究が少ない

単言語型学習を基本とする現在の多言語学習：二言語比較による研究、教材が多い
三言語以上は紙媒体に同族系列語（ex ロマンス語伊西仏）の学習書等は多少見られるのみ

同族非同族、言語類型等の枠を越える教材は極めて少ない。

主題：



・日英中三言語対象研究：日韓中英訳付き日本語文型辞典（友松ほか2008）

・文法研究書、学習教材⇒日英中文法対象文型専門書（相原・2019）
日中二言語ながら対照言語学による専門文法概説書（高橋・2020）

＊二言語対照シリーズ（山田・2001）⇒日本語文型・文法表現の同一基礎に英独仏伊西中韓
葡の専門家との対照考察 三言語対照比較法の構築に有用な視点

二言語の組み合せの成果を学び、さらにこれを吸収し、発展統合させて

三言語対照の学習内容を作る必要がある。

・発音学習：日中英三言語対照言語研究テキスト『中国語音声学：日本語・英語との発音比較を
重視して』(佐藤2024 刊行予定)

今後の日英中発音学習領域の言語学的認知基盤の構築、教材作成への有用性。

紙媒体：複数言語の同時学習先行研究

【三言語同時対照学習と先行研究】



システム：複数言語の同時学習システムの先行例

①英語を軸に多言語を学ぶ京都外国語大学の「二言語同時学習」(特色GP2005～、英・独仏西伊中蘭)、

対面型CALL授業とその教材で、英中対照分析も含むが、学内限定公開（HPの紹介のみ）
日本語排除

②東京外国語大学「国際多言語学習者コーパス・誤用辞典」（2015～）
日英中三言語個別の検索によるデータ駆動型文法コーパスで、母語日本語の影響分析にも優れ
ている「英日中国語ウェブ誤用構築コーパスと母語を踏まえた英語・日本語・中国語教授法開
発」 (科研基盤研究（B）代表望月・2013-2015)が、

二言語の組み合せによる三言語システム

＊日韓中の同一時期平行学習を考察するものとして「三言語（日韓中）同時学習支援に関す
る研究」（科研基盤研究（C）代表長友2009-2013）が見られる。

三言語対照分析に基く学習法とシステムの構築、開発
先行研究が少なく、アプリの実現は本研究が初めて



Ⅰ 三言語同時対照学習アプリの構想と設計

開発する学習アプリ（三言語【游】）の基本構想：

・土台：日本語母語話者にとってもっとも豊かな言語基盤となる日本語

・目的：中国語の発展学習と中国語学習者に苦手感の多い英語学習の補助

・目標：学習者の個別言語能力と内在する多言語資源、特に統合的言語能力の自律的生成の促進

・構成：音声学習（「発音の学習」）と文法学習（「表現の学習」）の二項目

学習者に言語活動の主体者となる身体性と言語構造、言語現象に対する認知基盤の構築の提供

・構築法：対照言語法



基本：運用力の向上を目指す実践的練習を提供する運用力向上型ではなく
対照分析により言語構造の特色、言語間の影響関係について理解し、中国語の発展学習、英語の
再学習を効果的、効率的に進める認知基盤の構築を目指す知識増進型

日中英：言語類型、言語系列の異なる異相性が大きい
対照学習の構成項目は絞り込めても、学習者に提供する内容が煩雑で多様

◎発音を基本とする音声学習⇒学習主体の創造を目指す「発音学習の身体化」実現のための学習
◎文法、慣用表現を学べる「表現の学習」⇒言語構造、言語現象、文化の異相性認知のための素材提供

内容的に最小不可欠の要件に精選、ミニマム型の学習アプリ

アプリの基本性格



外国語学習におけるもっとも重視される言語基盤、学習基盤
外国語学習に不可欠の音声学習の提供

「母語日本語＋既習英語＋初修中国語」の言語学習歴をもつ学習者の言語資源の認知、活用
統合的言語能力を自律的に生成する主体形成の基盤

・日中英三言語の発音学習：それぞれの音声的特徴の相違の大きさ 学習者の習得負荷は極めて高い。
日中、中英、日英、それそれの異相が複雑に絡みあう三言語の関係性、影響性。

微妙な相違をもつ英語の子音群、声調言語である中国語の韻律、文字と音声が一対一ではない
英語の特徴等、発音、音声と文字、多様な習得課題、一筋縄ではいかない。

・単独言語の習得に比べ、三言語の対照比較学習

⇒発音器官の動作性とそれを実現するための鋭敏な身体性を要求

①「発音の学習」：発音学習の身体化

発音学習



特色：母語では意識しなかった身体機能、微細なコントール力

複数の外国語学習なればこその身体感覚と実現できる発音器官の筋肉トレーニング

発音器官を指揮する指令を養う発音学習法の提供

目標：英中個々の発音の習得度よりも発音を習得するための動作性、身体性の獲得、身体学習の重視

学習者が自らの身体を自覚的に使用する者としての自己を認知し、

それにより言語活動の主体者としての自己を創出、獲得することを目標とする。



特色：①言語現象、言語構造に対する認知基盤を構築する学習

⇒単言語型学習により、学習者の内部で、言語単位にバラバラに多層化されていた言語学習体験と
言語能力を自覚的に関係づけ、系統的に認知する言語活動の補助。

②時空間の広がりをもつトピック型学習素材による話題学習 三言語の志向性、思考性の相違

「語ってみよう 自分のこと、社会のこと、世界のこと、地球のこと!」

「発音の学習」における内なる言語との出会い（身体と言語）から
言語活動主体としての社会性の拡充へ

⇒自己から身の回り、社会、さらに世界への広がり

◎横軸となる同時代とのコミュニケーション性の拡張に配慮する社会性の提供

◎縦軸となる歴史的自己の認知に拡充できる
日英中三言語圏の文化学習素材を盛り込むコラム

②「表現の学習」：構造的認知基盤の構築



・音声習得：母語の影響が大きく負荷の高い課題

インターネット上のて膨大な音声と画像
いつでもアクセス、簡便な翻訳機能や字幕アプリ、生成AIの利用
レベルの如何を問わず、大量の音声、文字情報を理解し、学習できる

・多言語環境と多言語運用の契機の増大

効果的、効率的、かつ確実な音声学習 母語日本語音声と中英の音声的特徴の関係性、影響関係（正負の干渉）

◎日英中の音声的特徴の理解、習得課題の構造的な認知、技能的な力の獲得の必要性の高まり

系統的、構造的に認知し、習得の障壁を明確にして技能的な処理能力獲得の必要性

Ⅱ 構成と特徴 実装アプリの紹介

①【発音の学習】



「発音の学習」の構成

発音学習の学習項目と主な学習内容の抜粋（案）



構成：中英の言語種のもつ特性から生まれる相違への着目

日本語母語話者に習得負荷の高い学習項目の対照化、攻略ポイントの提示

英中それぞれの特色に対応した個別の学習ポイント

関連情報、コラム （拡充）

学習素材⇒基本発音を通じて「発音学習の身体化」を構築することを目指す

・文字（綴り）と音声

・韻律 （アクセント、リズム、イントネーション）

・発音（母音と子音）

ポイント項目



・日中英中三言語の対照、対比学習の要件学習ポイント
音声構造とともに重要な学習基盤 文字と音声の関係

【日本語】⇒音読み、訓読みなど 煩雑な読音をもつ漢字と二種類の仮名（平仮名・カタカナ）の併用
【中国語】⇒意味を表す漢字と漢字の音声を表示するピンイン（ローマ字綴り+声調符号）

ピンインと音声は一対一であり，未知の音声を文字化することが可能
【英語】 ⇒音声と文字の多様な関係

文字（アルファベット）と音声が一対一ではなく、多くの文字が複数の発音をもち、一つの発音
が幾通りもの綴りで表記され、さらに発音されない文字（黙字）も存在

日中英三言語；それぞれの音声と文字との多様な関係、実際の音声と綴りのずれ
音声学習の負荷を高め、学習者に苦手意識が生まれる要因となりやすい。

負荷軽減⇒各言語の文字と音声綴りの最小限のルールの明確化
ローマ字表記 日本語（ヘボン式と訓令式）、中国語（ピンイン表記）、英語（フォニックスとア
ルファベット文字の併用も生まれる）等、文字と音価の関係についての明確な質的理解

＊国際音声記号：言語により同じ国際音声記号が示す音価の相違、音声記号では示しえない音声特徴（音節構造、前後の
音声により相違する英語母音の長短の特徴）の基本ルールの存在。

【文字（綴り）と音声】



【韻律】

 アクセント：構成する基本要素 高低、強弱

【日英中】：二要素による基本分類（高低アクセント、強弱アクセント）

実際の音声は高低、強弱のいずれかにより単一的に構成されているわけではない

学習ポイント：日英中それぞれ高低、強弱による音声特色を内包
音節アクセント、文意による文章、語彙のアクセント変化、機能語と内容語による強形、弱形の別な
どの相違、主要素をおさえつつ、内在する副次要素を汲み取る

【日中】：高低アクセント、特徴に大きな相違
日本語 ⇒ 複数音節間の段階アクセント
中国語 ⇒ 一音節の中で曲線的、急激な高低変化と強弱をもつ声調 

強弱アクセントでありながら高低変化が重要な構成要素軽声（音節間アクセント)

使用音域:日本語   相対音のド~ミで狭く平板
中国語   一音節内でド～ソの五段階間を急激に上げ下げする起伏の大きさ



【英語】：強弱アクセントを基本

英語の強弱アクセントも高低変化の特徴を内包

一語一音節とは限らず，複数の音節により語彙が形成される。一語に含まれる音節数、アクセ
ントをもつ音節の有無、組合せにより、長短、高低変化、明瞭度からなる音節アクセントの相違

中国語 一字一音 日本語 仮名一文字一音節「子音＋母音」

強いアクセントもつ音節  長く高く発音

英語の強弱アクセント：単純、単一な強弱ではなく、高低と緩急の変化も含んだ強弱アクセント

英語の多様なアクセント変化の特質

中国語の声調の高低、強弱、緩急を示す声調波形形ソフト（ピッチ波形 武田紀子制作）の利用

英語の高低、長短のアクセント変化の視覚化 ⇒ 学習者のアクセント習得を補助



中英 単語の視覚化（カメラマン、兄）



・外国語習得の要の一つ。
言語自身の音声構造の基本的特徴を基礎＋語彙、文意による意味伝達の機能

【日本語】：等時的な拍（モーラ）による音節リズム

【中国語】：言語学的には単音節声調言語が基本性格
現代中国語、二音節語が80％、語彙構造により一定の強弱の単語リズムが生じる

・音節数による強弱の韻律、日本語の等時的な拍の平坦さに比べリズミカル
・高低の起伏を生み出す声調（点）の連なり（ライン）による高低変化の流れ

意味上の強勢（重音・中音・軽音）による独自のイントネーション

日本語母語話者(平板、高音域、低音域少ない)⇒学習者自身の音域の中での中国語声調のもつ五段階
を反映できる自らの声調発生可能（声域）の認知

⇒声調の起点と終わりの音程を制御能力
中国語学習が求める使用音域の拡張と音節の長短高低変化⇒英語の高低、強弱変化の習得

に対する有用性は？
【英語】：アクセント（強勢）の規則的な繰り返しによる独自のリズム。

リズム生成の音声ルールの理解、声調波形ソフトを利用、英語のイントネーションの視覚化

【リズムとイントネーション】



イントネーションの変化：

◎「なにを伝えたいのか？」という意味伝達の役割

・言語の別を越えた共通性、類似性

・言語固有の音声的特色に基づく独自のトーン

ex日本語にはない下降上昇、上昇下降などのイントネーション変化

◎トーン学習のため、声調波形ソフトに加えて、中国語のイントネーション学
習に用いる上昇、下降変化を明示する視覚マーカー（声調矢印）も使用

中国語の声調波形



・母音、子音の発音、各言語に固有の音節構造

【日英中】母音で終わる開音節を基本とする日本語母語話者
英語のあいまい母音、子音で終わる閉音節、日本語にはない子音連続、音声脱落（無音化）、無気化
等、音節構造、音節連続による多様な現象 ⇒ 習得負荷が高い。

◎変化の生ずるルールの構造的、分析的理解の増進

構成項目：「基本発音」（母音の特徴、子音の特徴）、「紛らわしい音声」、「文字と綴り」の項目

三言語の固有性とともに三言語の関係性できるだけ明快にする対照化項目の策定

基本発音（母音と子音）



・母語にない音声、類似する音声の習得

学習者が自らの舌、唇等の発音器官を動かして自覚的に身体活動を通して言語活動を認知し、意識性を高
めることができる⇒身体化により言語活動の主体者性を獲得する重要な役割【3】

・二つの要件：発音学習の動作性と操作性を獲得するための
発音器官（舌と唇）強化のための筋肉トレーニング（舌筋・口筋）
思い通りに動かすための指令機能(神経機能)の育成

・発音プレトレーニング：滑舌治療に使われる舌と唇のための筋肉トレーニング、的確に舌を動かす運動ト
 レーニング、音声訓練を必要とする職業訓練の為の滑舌練習等の紹介、取り込み【4】 

舌を正確に動かすためのトレーニング

発音学習の準備



◎「発音学習の身体化」プログラム 独自に考案

通常の発音学習：学習する発音（発音記号・文字）に対して、発音器官をどう動かせば該当す
る音声を生み出せるか、という方法

「逆転の発音学習」：学習者の身体器官（舌と唇）を土台、どのように動かすかにより発音される
音声を認知する手順をとる学習法

「逆転の発音学習」

⇒音声を示す文字、発音記号ではなく、学習者の発音器官を基礎とする一覧化
三言語の相互関係を読み込みながら発音器官(唇と舌)の動かし方、基本動作を認知する。

例：「ア」の場合

母音（文字）に対して、どのような音声かを対象化するのではなく、発音器官の状態（口形：開き、まるめ）、
舌の位置(前後、高低）を基盤に、それに該当する音声を認知して、口と舌の動かし方をトレーニング



発音学習の身体化を図る「逆転の発音学習」による母音[a]の事例



【日本語】母音は「アイウエオ」の5つ

【中国語】母音36（単母音６、複合母音13、鼻音付き母音16、そり舌母音１）

【英語】諸説、本アプリでは27（強母音16；短母音6・長母音5・二重母音11、弱母音5）

数から見ても中英の母音発音の多様性は明瞭

英語の場合、音声と文字が一対一でないだけに「ア」にあたる[a]の発音だけでも複数ある。母音数が多
ければそれだけ類似音も多い。基本的ピンイン綴り i と e に複数の音価があるだけで定型化しやすい中国
語に比べて、英語学習の認知基盤の構築は煩雑さを免れ得ない。

母音発音の多様性



・子音：唇、歯、舌などの調音器官による呼気の妨害によって作り出される

母語日本語にない子音⇒母語では用いなかった調音器官も動かす必要がある。

【日本語】16、【中国語】21（頭子音）、【英語】24

・日中英それぞれの言語に固有の発音：完全に同一ではなく、 微妙な変化をもつだけに微細な違いを認知
調音様式の相違を理解し、調音器官の動かし方を習得するトレーニング

対照学習：言語に固有の発音の習得、他の言語の類似する発音を対照化しながら平行学習し、
正しく音声をするための身体トレーニングを丹念に積み重ねる

◎調音器官を動かす筋力と動かすために必要な司令系統（神経）の強化

・子音発音のトレーニング：母音発音に使用する口形、舌の動かし方をスムーズにする上でも有用

日本語母語の発音慣習を越えて意識的、分析的に言語を発音する能力、技能的な発音力の育成効果への期待。

【子音】



舌尖音/歯、歯茎音の三言語対照練習 紛らわしい発音「スー、シー系」「ズー、ジー系」



紛らわしい発音「ズー、ジー系」
三言語対照表



・基本構想と設計：トピック型教材

発音学習（内なる言語との出会い）から、社会的言語主体への展開へ
社会性の拡充を志向するテーマ性をもつ発信型学習素材の提供

タイトル「語ろう！ 私のこと、社会のこと、世界のこと！」内から外への話題展開

身の回り（自己・家族）⇒社会への拡張（生活圏・地域圏）
⇒グローバルな視点、特に歴史軸(時間）社会軸（空間）に立つ教養的自己認知へ

・学習内容：文法項目と語用論的慣用表現により構成
文法学習は 日本語母語話者の習得負荷が高く、中英の異相性、類似性を明確に認知できる課題

（x「主語の省略」、「代名詞の使用」、「使役と受身」）

・構成方法：二言語（日英・中日）の比較をベースに三言語対照論に展開、発展

慣用表現⇒よく使われる定型、定番表現の比較、言い回しなどをめぐる用法の特徴、ルールの対照比較 、
表現の違いにより文化の違いを示す題材、内容策定

（ex「自己紹介」：名前、身分、職業、出身地、年齢、身体の言い方等）。

②「表現の学習」



2023年度末3月を目指して実装を進めている段階、策定した青写真の項目構成表を挙
げておく。実装に当たって

表現の学習項目と主な学習内容の抜粋（案）



「表現の学習」文法学習

・テーマごとに提示されるユニットの各課：

最初に主題（短文）、構成内容、学習ポイント等を解説する概要を提示

同じ内容（同じ日本語訳）の課文を英中それぞれ学習できる。

英中各課文に対する音声、発音練習（声調波形表示を含む）、語法、解説、用例、単語の解説供、

日英中三言語の比較解説。



短文学習 三言語対照の語法説明



「表現の学習」コラム

①慣用学習表現：
  三言語のもつ文化的特徴 内容の特徴を示す慣用表現
に対する三言語の違い文化的背景学習、思考背景

②特定の文法項目の対照化：使役と受け身
自動詞と他動詞 設置詞（後置詞・介詞・前置詞）

名前の言い方、書き方



コラム干支 コラム自動詞他動詞



終わりに

＊「内⇒外向け」は言語能力生成への目覚め、
認知から外界への展開、社会性の拡充を示す

日中英同時対照学習システム構成図

・内容的深化：三言語対照学習法の深化、学習内容の精度化 （対照論の深化）
学習者における三言語の状況と言語間の関係性の調査

・内容的発展：現在を基盤とする発展的課題への進展



◎現在の開発課題：「発音学習の身体化」による言語活動の主体者としての学習者の創出
学習者に内在する多言語資源の活性、活用、
個別言語学習に還元できない統合的言語能力の生成促進 （多層的な言語資源の連携）

学習者に内在するバラバラの言語資源を関係づけ、構造的な認知基盤を構築するため
言語学の専門領域から行う教育支援は重要な役割を担う。

言語単位に構成され、個別言語の枠組みの下で、言語の別を基盤に構築される単言語型多言語学
習に対して、学び手である学習者を基盤とする学習者本位の多言語学習の形態を生み出す試み

◎発展的課題：複数言語の対照による認知基盤の構築、あくまで学習者の言語活動の基礎であり、
学習者の言語資源がさらに活性、活用され、学習者が個別言語のみならず、
自らに内在する個別言語に還元できない統合的言語能力をさらに運用による発展、自らの
言語活動を推進していくことへの教育支援。



・「母語＋外国語」の言語学習歴をもつ外国語学習者は、誰しもがマルチリンガリスト

現実空間、教室授業等で、マルチリンガリストとしての言語活動の実現は容易ではない。

次期開発として 「発音学習による身体化」、「構造的な認知基盤の構築」を基礎に、

学習者が自らに内在する言語資源のさらなる活性化、活用、
統合的言語能力の動的生成ランゲージングを行いうる

マルチリンガリストとしての体験を実現できる場と契機の提供を構想する。

ICA、生成AIチャットボットの利用⇒簡易化し、精度の向上。
＊AIチャットボットの利用は、学習者自らの多言語資源、言語能力を駆使して望む回答、通信を実現する過

程（promptの作成過程）じたいも多言語運用の場となる。

＊個別利用＋複数学習者の連係による協同作業での利用に展開
相互啓発をによるマルチリンガルとしての体験を進化、発展の可能性。
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【1】 同じ母語でも標準語、方言、同じ外国語でも地域的、系統的な特性、学習環境、学習時間、学
習時期の相違により多様な展開もち、学習者個々人の言語習得の特徴、個人差を生み出す要素
が創り出される。

【2】 本アプリが、現時点で「発音学習の身体化」の基盤として構築しているのは、日英中三言語の
対照化により三言語の相違性、類似性を学習者自身が自らの身体(舌、唇等の発音器官)を通じ
て認知し、確認し、意識的に運用しやすい基本発音である。三言語の相違が大きく異なり、学
習者自身が自らの身体を通じて認知し、意識的に運用しにくい韻律については、今画の課題と
して検討していく段階にある。

【3】「発音学習の身体化」の基礎理論として、本稿は身体活動の自己認知による主体性の創出を説
く、G．アガンペン、の理論を参照している。上村忠男訳（2016）『身体の使用—脱構成的可
能体の理論ために』みすず書房。

 
【4】滑舌、舌のトレ－ニングなどについては、林桃子(言語聴覚士）など、医療資料を参照し、本研

究課題に適切なものを取り入れた。
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